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２ 病 第 ２ 号 の ５

平 成 ２ ２ 年 ７ 月 ２ ６ 日

関 係 各 位

京 都 府 病 害 虫 防 除 所 長

( 公 印 省 略 )

病 害 虫 発 生 予 察 情 報 に つ い て

下 記 の と お り 発 表 し ま し た の で 送 付 し ま す 。

病 害 虫 発 生 予 報 第 ６ 号 （ ８ 月 ）

予 報 の 概 要

作 物 名 病 害 虫 名 予 想 発 生 量 作 物 病 害 虫 名 予 想 発 生 量

＜ 平 年比 （ 前年 比 ）＞ ＜ 平 年比 （ 前年 比 ）＞

穂 い も ち や や 少(少 ) 炭 そ 病 山 城 や や少(少 )

紋 枯 病 少 (並 ) 丹 波 や や多 (や や 多 )

ニ カ メ イ チ ュ ウ 並 (並 ) も ち 病 並 (並 )

イ ネ セ ジ ロ ウ ン カ 多 (やや 多 )

ト ビ イ ロ ウ ン カ 並 (並 ) ﾁｬﾉｺｶｸﾓﾝﾊﾏｷ 山 城 や や少 (や や 少 )

ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ や や 少 (やや 少 ) チ ャ 丹 波 並 (や や 少 )

斑 点 米 ｶﾒﾑｼ類 並 (並 ) チ ャ ノ ホ ソ ガ 山 城 少 (少 )

コ ブ ノ メ イ ガ や や 多(多 ) 丹 波 並 (や や 少 )

カ ン ザ ワ ハ ダ ニ 山 城 や や少 (や や多 )

吸 実 性 カ メ ム シ類 並 (多 ) 丹 波 並 (多 )

黒 大 豆 サ ヤ ム シ ガ 類 や や 多(並 ) ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 山 城 や や多 (や や 多 )

ハ ス モ ン ヨ ト ウ 並 (やや 少 ) 丹 波 並 (や や 多 )

ハ ダ ニ 類 並 （ 並 ） ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ 山 城 並 (や や 少 )

丹 波 や や少 (や や 少 )

う ど んこ病 (果 菜 類 ) 並 (並 )

ア ズ キ ハ ス モ ン ヨ ト ウ 並 (やや 少 ) べ と 病 (ｷｭｳﾘ) 並 (や や 少 )

ハ ダ ニ 類 並 （ 並 ） 褐 斑 病 (ｷｭｳﾘ) 並 (並 )

炭 そ 病 (ｷｭｳﾘ) や や多 (や や 多 )

ナ シ 黒 斑 病 少 （ 並 ） 斑 点 細 菌 病 並 (並 )

ブ ド ウ べ と 病 や や 多 (やや 少 ) (ﾄｳｶﾞﾗｼ､ｷｭｳﾘ)

果 樹 カ キ 炭 そ 病 並 (並 ) 野 菜 ハ ダ ニ 類 並 (並 )

カ キ う ど ん こ 病 少 (少 ) ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類 並 (並 )

ｶﾒﾑｼ類 (果 樹 全 般) や や 多 (やや 多 ) (果 菜 類 )

ハ ダ ニ 類 ナ シ 多 (並 ) ｱｻﾞﾐｳﾏ類 (果 菜 類) 並 (並 )

ブ ド ウ 並 (並 ) ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ(ﾈｷﾞ) 並 (並 )

カ ン キツ 並 (並 ) ﾈｷﾞﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ 並 (並 )

ハ ス モ ン ヨ ト ウ や や少
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予 報 本 文

イ ネ

１ 穂 いも ち

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比や や 少な い （前 年 比少 ない ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、葉 い もち の 発生 量 は平 年 並。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く （－ ） 、降 水 量及 び日 照時 間は 平 年並 と 予想 さ

れ てい る。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 上位 葉へ 進展 した 葉 いも ち の病 斑 は、 穂 いも ちの 重要 な伝 染 源と な る。

（２ ） 穂ば らみ から 出穂 後 約３ 週 間に 、 日照 時 間が 少な く多 雨多 湿 であ る と発 生

が 多く なる 。

（３ ） コシ ヒカ リな ど発 病 しや す い品 種 や、 す でに 葉い もち が多 発 して い る田 、

山 間部 など では 特に 注 意し 、 防除 適 期に 薬 剤防 除を 実施 する 。

（４ ） 粒剤 は種 類に より 施 用時 期 が決 ま って い るの で、 適期 に施 用 する 。

（５ ） 茎葉 散布 剤を 使用 す る場 合 は「 出 穂直 前 から 穂揃 期」 「傾 穂 始め 」 の２ 回

を 基本 とし 、薬 量が 不 足し な いよ う に散 布 する 。

２ 紋 枯病

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比少 な い（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 や や少 な い（ －） 。

（２ ） ７月 中旬 現在 、分 げ つ数 は 平年 比 少な い （－ ）（ 農林 セン タ ー調 べ ）。

（３ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く （＋ ） 、降 水 量は 平年 並と 予想 さ れて い る。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 早植 栽培 で発 生が 多 く、 気 温３ ０ ℃前 後 で多 湿条 件が 続く と 多発 す る。

（２ ） 例年 発生 の多 いほ 場 や分 げ つの 多 いほ 場 では 発生 が多 くな る ので 十 分注 意

す る。

（３ ） 昨年 多発 した ほ場 で は、 深 水管 理 をし な い。

（４ ） 出穂 ２０ 日前 の発 病 株率 が ２０ ％ 以上 で あれ ば薬 剤散 布を 行 う。 散 布は 発

病 部で ある 葉鞘 によ く 付着 す るよ う に株 元 を狙 って 行う よう に する 。 なお 、

穂 いも ちと の同 時防 除 を考 慮 する 。

３ ニ カメ イチ ュウ

予報 内 容 発 生 量： 平年 並 （前 年 並）

発 蛾最 盛期 ： ８月 第 ４半 旬

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年並 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） ６月 中旬 と８ 月中 旬 の年 ２ 回、 成 虫が 発 生す る。

（２ ） ６月 に成 虫と なっ た 第１ 世 代幼 虫 によ る 被害 の目 立っ たほ 場 、茎 の 太い 品

種 やモ チの 作付 田で は 発生 し やす い 。

（３ ） 平坦 部の 野菜 ・チ ャ ・イ チ ジク 等 栽培 地 域の 常発 地で は注 意 する 。
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４ セ ジロ ウン カ

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比多 い （前 年 比や や 多い ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 多 い（ ＋ ）。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 海外 から の飛 来害 虫 であ る 。

（２ ） 成幼 虫と も吸 汁加 害 する の で、 株 当り １ ０匹 以上 の発 生を 認 めた 場 合は 防

除 する 。な お、 幼虫 は 株元 に 生息 し てい る ので 、薬 剤が 株元 ま でか か るよ う

丁 寧に 散布 する 。

５ ト ビイ ロウ ンカ

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 第４ 半旬 現在 、 予察 灯 への 誘 殺を 認 めて いな い。

（２ ） ７月 中旬 の巡 回調 査 で、 発 生を 認 めて い ない （平 年並 ）。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 海外 から の飛 来害 虫 であ る 。

（２ ） 株当 たり ５匹 以上 も しく は 短翅 虫 を１ ０ 株当 たり ２匹 以上 認 めた 場 合は 、

直 ちに 防除 する 。こ の 場合 、 薬剤 が 株元 に 十分 かか るよ う散 布 する 。

６ ツ マグ ロヨ コバ イ

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比や や 少な い （前 年 比や や少 ない ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 や や少 な い（ －） 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 穂ば らみ 期か ら出 穂 期に 高 密度 で ある と 吸汁 によ る被 害が 生 じる 。 また 、

排 泄物 によ り、 すす 病 が発 生 する 。

７ 斑 点米 カメ ムシ 類

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、本 田 での 発 生量 は 平年 比 やや 少な い（ －） 。

（２ ） ７月 中旬 現在 、畦 畔 での 発 生量 は 平年 並 。

（３ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 い と予 想 され て いる 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 稲穂 を吸 汁加 害し 、 斑点 米 の原 因 とな る カメ ムシ 類に は多 く の種 類 がい る

が 、近 年、 カス ミカ メ 類に よ る被 害 が増 加 して いる 。

（２ ） 水田 付近 の雑 草等 で 増殖 し 、本 田 へ侵 入 する 。

（３ ） 水田 周辺 雑草 の刈 取 りを 出 穂１ ０ 日前 ま でに 行う 。な お、 刈 取り 時 期が 遅

れ ると 逆効 果に なる の で注 意 する 。

（４ ） 近年 多発 し問 題と な って い る地 帯 では 穂 揃期 と傾 穂期 の防 除 （共 同 、一

斉 ）が 有効 であ る。

（５ ） 粒剤 を使 用す る場 合 は、 各 薬剤 の 散布 適 期を 確認 する 。
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８ コ ブノ メイ ガ

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比や や 多い （ 前年 比 多い ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 や や多 い （＋ ）。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 海外 から の飛 来害 虫 であ る 。

（２ ） 晩植 ・多 肥田 やこ れ らの 水 口付 近 、生 育 の遅 いイ ネに 集中 飛 来す る ので 注

意 する 。

黒 大 豆

１ 吸 実性 カメ ムシ 類

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年比 多 い）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 第４ 半旬 現在 、 予察 灯 への 誘 殺数 は 平年 並。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 開花 期直 前か ら若 莢 着生 期 に飛 来 し始 め る。

（２ ） ほ場 周辺 に雑 草地 な どカ メ ムシ 類 の発 生 しや すい 場所 があ る と、 被 害を 受

け やす いの で、 早期 発 見に 努 める 。

（３ ） 薬剤 散布 は若 莢期 か ら１ ０ 日間 隔 で２ ～ ３回 実施 する 。

２ サ ヤム シガ 類

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比や や 多い （ 前年 並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 や や多 い 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 年３ ～４ 回発 生す る 。

（２ ） カメ ムシ 類と の同 時 防除 を 考慮 す る。

３ ハ スモ ンヨ トウ

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年比 や や少 な い）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 第４ 半旬 現在 、 フェ ロ モン ト ラッ プ への 誘殺 数は 亀岡 で 平年 比 やや 少

な く（ －） 、京 丹後 で 平年 並 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 数百 個の 卵を 塊状 に 産み つ け、 ふ 化し た 幼虫 は若 齢期 （１ ～ ２齢 ） を集 団

で 過ご し、 葉の 表皮 を 残し て 裏側 を 食害 す る。 食害 され た葉 は 白く 見 える こ

と から 白変 葉と 呼ば れ る。

（２ ） 齢が 進ん だ幼 虫は 周 囲に 分 散し 、 かつ 、 薬剤 の効 力が 著し く 低下 す るの

で 、発 生初 期の 防除 に 留意 す る。

（３ ） ほ場 を見 回り 早期 発 見に 努 め、 幼 虫分 散 前の 白変 葉を 取り 除 く。

４ ハ ダニ 類
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予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 を認 め なか っ た（ 平 年並 ）。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量は 平 年並 と予 想さ れて い る。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 繁殖 が早 く、 高密 度 にな っ てか ら では 防 除効 果が 劣る 。

（２ ） 晴天 が続 くと 多発 し やす い ので 注 意す る 。

ア ズ キ

１ ハ スモ ンヨ トウ

黒大 豆 の項 参照 。な お、 ダ イズ に 比べ 白 変葉 が 見つ けに くい ので 注 意す る 。

２ ハ ダニ 類

黒大 豆 の項 参照 。

果 樹

１ ナ シ 黒斑 病

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比少 な い（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 少 ない （ －） 。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い

る 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 例年 ８月 下旬 から ９ 月に か けて 発 生が 増 加す るの で、 ８月 中 下旬 ま でに 防

除 する 。

２ ブ ドウ べ と病

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比や や 多い （ 前年 比 やや 少な い）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 多 い（ ＋ ）。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く （－ ） 、降 水 量及 び日 照時 間は 平 年並 と 予想 さ

れ てい る。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 雨が 多く 、気 温が 低 めに 経 過す る と多 発 しや すい 。

（２ ） ハウ ス栽 培で は、 過 繁茂 を 避け 通 風を よ くす る。

３ カ キ 炭そ 病

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 を認 め てい な い（ 平 年並 ）。
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（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い

る 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） カキ ノヘ タム シガ 、 ハマ キ ムシ な どの 食 害部 から 発病 する こ とが 多 い。

４ カ キ うど んこ 病

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比少 な い（ 前 年比 少 ない ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 少 ない （ －） 。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く （－ ） 、降 水 量及 び日 照時 間は 平 年並 と 予想 さ

れ てい る。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 気温 が低 くて 涼し い 夏に は 発病 が 進展 す る。

５ カ メム シ類 （果 樹全 般 ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比や や 多い （ 前年 比 やや 多い ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 第４ 半旬 現在 、 予察 灯 への 誘 殺数 は 平年 比や や多 い（ ＋ ）。

（２ ） ７月 第４ 半旬 現在 、 フェ ロ モン ト ラッ プ への 誘殺 数は 平年 比 やや 多 い

（ ＋） 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 果実 被害 は園 によ り 大き く 異な る 。特 に 、山 林等 の隣 接園 で は注 意 する 。

（２ ） 収穫 が近 いも のも 多 いた め 、農 薬 の使 用 にあ たっ ては 使用 基 準を 厳 守す

る 。

（３ ） 合成 ピレ スロ イド 系 薬剤 を 連用 す ると カ イガ ラム シ類 やハ ダ ニ類 の 発生 が

増 える こと があ る。

６ ハ ダニ 類（ ナシ 、カ ン キツ 、 ブド ウ ）

予報 内 容 発 生量 ：ナ シ 平 年 比多 い （前 年 並）

ブ ド ウ、 カ ンキ ツ 平 年 並（ 前年 並）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は ナ シで 平 年比 多 く（ ＋） 、カ ンキ ツ で平 年 比や や

少 なく （－ ）、 ブド ウ で発 生 を認 め なか っ た（ 平年 並） 。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く （＋ ） 、降 水 量は 平年 並と 予想 さ れて い る。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 晴天 が続 くと 多発 し やす い ので 注 意す る 。

（２ ） 合成 ピレ スロ イド 系 薬剤 を 連用 す ると 、 ハダ ニ類 が多 発す る 場合 が ある の

で 注意 する 。

チ ャ

１ 炭 そ病

予報 内 容 発 生 量： 山 城 平 年比 や や少 な い（ 前年 比少 ない ）

丹 波 平 年比 や や多 い （前 年 比や や多 い ）
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防 除適 期： 新 芽伸 育 期

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 山 城で 発 生を 認 めず （平 年比 やや 少 ない ）

（ －） 、丹 波で 平年 比 やや 多 い（ ＋ ）。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い

る 。

発生 生 態及 び 防除 上 注意 すべ き事 項

（１ ） 伝染 源は 、摘 採さ れ ずに 残 った 前 茶期 の 病葉 であ る。

（２ ） 本病 が感 染す るの は 新葉 に 限ら れ 、新 芽 伸育 期に 降雨 が続 く と発 生 が多 く

な る。

２ も ち病

予報 内 容 発 生 量： 平 年並 （ 前年 並 ）

防 除適 期： 新 芽伸 育 期

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年並 。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い

る 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 病斑 上に 形成 され た 担子 胞 子が 風 雨で 飛 散し 、新 芽に 感染 す る。

（２ ） 山間 地で 発生 が多 い 。

３ チ ャノ コカ クモ ンハ マ キ

予報 内 容 発 生 量： 山 城 平 年比 や や少 な い（ 前年 比や や少 な い）

丹 波 平 年並 （ 前年 比 やや 少な い）

発 生時 期： 第 ３世 代 幼虫 ふ 化期

山 城 ８ 月第 ５ ～６ 半 旬（ 平年 比遅 い）

丹 波 ８ 月第 ３ ～４ 半 旬（ 平年 並）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、第 ２ 世代 の 発生 量 は山 城 で平 年比 やや 少な く （－ ） 、丹 波

で 平年 並。

（２ ） 第１ 世代 成虫 のフ ェ ロモ ン トラ ッ プへ の 誘殺 盛期 は宇 治で 平 年比 遅 く、 綾

部 で平 年並 。

発生 生 態及 び 防除 上 注意 すべ き事 項

（１ ） 通常 、４ 回世 代を 繰 り返 し 、第 ２ 世代 成 虫が ７月 下旬 ～８ 月 上中 旬 に発 生

し 産卵 する 。

（２ ） ふ化 した 幼虫 は成 長 する と 、葉 を 綴っ て 食害 する よう にな り 、薬 剤 がか か

り にく くな るの で、 ふ 化直 後 の若 齢 幼虫 期 の防 除が 効果 的で あ る。

４ チ ャノ ホソ ガ

予報 内 容 発 生 量： 山 城 平 年比 少 ない （ 前年 比少 ない ）

丹 波 平 年並 （ 前年 比 やや 少な い）

発 生時 期： 第 ４世 代 幼虫 ふ 化期

山 城 ８ 月第 ６ ～９ 月 第１ 半旬 （平 年比 遅 い）

丹 波 ８ 月第 ４ ～５ 半 旬（ 平年 並）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、第 ３ 世代 幼 虫の 発 生量 は 山城 で平 年比 少な く （－ ） 、丹
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波 で 平年 並。

（２ ） 第２ 世代 成虫 のフ ェ ロモ ン トラ ッ プへ の 誘殺 盛期 は、 宇治 で 平年 比 遅く 、

綾 部で 平年 並。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 通常 、５ 回世 代を 繰 り返 し 、第 ３ 世代 成 虫が ８月 上中 旬に 発 生し 産 卵す

る 。

（２ ） 卵は ３～ ７日 でふ 化 し、 新 芽を 加 害す る 。

（３ ） 弧状 仕立 て園 の防 除 適期 は 、三 番 茶芽 の 第２ 葉開 葉期 であ る 。

５ カ ンザ ワハ ダニ

予報 内 容 発 生量 ：山 城 平 年 比や や 少な い （前 年比 やや 多い ）

丹 波 平 年 並（ 前 年比 多 い）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 山 城で 平 年比 少 なく （－ ）、 丹波 で 平年 並 。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く （＋ ） 、降 水 量及 び日 照時 間は 平 年並 と 予想 さ

れ てい る。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 繁殖 力は １０ ～３ ０ ℃の 範 囲で 高 温の 時 ほど 高い が、 降雨 に より 増 殖が 抑

制 され る。

６ チ ャノ ミド リヒ メヨ コ バイ

予報 内 容 発 生 量： 山 城 平 年比 や や多 い （前 年比 やや 多い ）

丹 波 平 年並 （ 前年 比 やや 多い ）

防 除適 期： 新 芽伸 育 期

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 山 城で 平 年比 や や多 く（ ＋） 、丹 波 で平 年 並。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 主に 新梢 を加 害し 、 新芽 の 被害 症 状は 黄 化、 萎縮 、葉 先の 褐 変、 黒 変等 で

あ る。

７ チ ャノ キイ ロア ザミ ウ マ

予報 内 容 発 生 量： 山 城 平 年並 （ 前年 比 やや 少な い）

丹 波 平 年比 や や少 な い（ 前年 比や や少 な い）

防 除適 期： 新 芽伸 育 期

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 山 城で 平 年並 、 丹波 で平 年比 やや 少 ない （ －） 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 主に 二番 茶以 後に 増 加し 、 夏秋 芽 を吸 汁 加害 する 。

（２ ） 多雨 によ り発 生は 減 少す る が、 生 息密 度 が高 い場 合は 注意 す る。

（３ ） 発生 の多 い園 では 、 三番 茶 芽の 萌 芽期 と 第１ 葉開 葉期 に２ 回 防除 を 行う と

効 果が 高い 。

野 菜

１ う どん こ病 （果 菜類 ）
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予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は キ ュウ リ で平 年 並。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い

る 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 窒素 肥料 の過 用を 避 け、 茎 葉が 繁 茂し 過 ぎな いよ うに する 。

（２ ） トウ ガラ シ類 では 、 ハダ ニ 類の 被 害と 類 似し てお り判 断が つ きに く いの で

十 分注 意す る。

２ べ と病 （キ ュウ リ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年比 や や少 な い）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年並 。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い

る 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 病原 菌は 、多 湿条 件 で侵 入 、ま ん 延し や すい 。

（２ ） 肥切 れし たり 草勢 が 衰え な いよ う に肥 培 管理 に注 意す る。

３ 褐 斑病 （キ ュウ リ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 を認 め てい な い（ 平 年並 ）。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い

る 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 病原 菌の 発病 適温 は ２５ ～ ３０ ℃ であ る 。

（２ ） 一度 発生 した ほ場 で は、 毎 年発 生 がみ ら れる こと が多 い。

４ 炭 そ病 （キ ュウ リ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比や や 多い （ 前年 比 やや 多い ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年比 や や多 い （＋ ）。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い

る 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 夏秋 作に 発生 しや す いの で 注意 す る。

（２ ） 窒素 肥料 の過 用を 避 ける 。

５ 斑 点細 菌病 （ト ウガ ラ シ、 キ ュウ リ ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 を認 め てい な い（ 平 年並 ）。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く 、降 水 量及 び 日照 時間 は平 年並 と 予想 さ れて い
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る 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 降雨 等に より 病原 細 菌が 飛 散し 、 果実 及 び葉 の気 孔等 から 入 って 発 病す る

場 合が 多い 。

（２ ） 曇雨 天が 続く と急 速 にま ん 延す る ので 、 気象 の変 化に 注意 す る。

（３ ） 発生 して から では 防 除が 困 難と な るの で 、予 防防 除が 重要 で ある 。

６ ハ ダニ 類（ チャ ノホ コ リダ ニ を含 む ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は キ ュウ リ で平 年 比や や少 ない （－ ） 。

（２ ） 向こ う１ か月 の気 温 は高 く （＋ ） 、降 水 量は 平年 並と 予想 さ れて い る。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 薬剤 が葉 裏や 生長 点 にか か るよ う 丁寧 に 散布 する 。

（２ ） ハダ ニ類 は薬 剤に 対 する 抵 抗性 が 生じ や すい ので 注意 する 。

（３ ） 雨よ け栽 培で は発 生 しや す いの で 十分 注 意し 、発 生初 期の 防 除に 留 意す

る 。

７ ハ モグ リバ エ類 （果 菜 類）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は キ ュウ リ で平 年 比や や少 なく （－ ） 、ナ ス で平 年

並 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） トマ トハ モグ リバ エ は、 ８ 月以 降 多発 す る傾 向が ある 。

（２ ） 定植 時に は、 葉等 に 寄生 し てい な いこ と を確 認す る。

（３ ） 発生 を認 めた ら被 害 葉を 取 り除 き 、発 生 初期 の防 除に 留意 す る。

８ ア ザミ ウマ 類（ 果菜 類 ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は キ ュウ リ で平 年 並。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） アザ ミウ マ類 には 直 接加 害 する だ けで な く、 ウイ ルス 病を 媒 介す る もの も

い る。

（２ ） 雨よ け栽 培で は発 生 が多 く なる の で注 意 する 。

９ ネ ギア ザミ ウマ （ネ ギ ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年並 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 年間 、１ ０世 代以 上 くり 返 し、 葉 の表 層 を食 害、 かす り状 の 食害 痕 を残

す 。

（２ ） 葉鞘 分岐 部や 葉折 れ の内 側 に多 く 寄生 す る。
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１０ ネギ ハモ グリ バエ （ ネギ ）

予報 内 容 発 生量 ：平 年 並（ 前 年並 ）

予報 の 根拠

（１ ） ７月 中旬 現在 、発 生 量は 平 年並 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 幼虫 が葉 肉部 分を 加 害し 、 白い 筋 状の 食 害痕 を残 す。

１１ ハス モン ヨト ウ

予報 内 容 発 生量 ：平 年 比や や 少な い

予報 の 根拠

（１ ） ７月 第４ 半旬 現在 、 フェ ロ モン ト ラッ プ への 誘殺 数は 平年 比 やや 少 ない

（ －） 。

発生 生 態及 び防 除上 注意 す べき 事 項

（１ ） 数百 個の 卵を 塊状 に 産み つ け、 ふ 化し た 幼虫 は若 齢期 （１ ～ ２齢 ） を集 団

で 過ご し、 葉の 表皮 を 残し て 裏側 を 食害 す る。

（２ ） 齢が 進ん だ幼 虫は 周 囲に 分 散し 、 かつ 、 薬剤 の効 力が 著し く 低下 す るの

で 、発 生初 期の 防除 に 留意 す る。
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今 後 注 意 す べ き そ の 他 の 病 害 虫 等

イ ネ

１ 白 葉 枯 病

（ １ ） ヒ ノ ヒ カ リ 、 祭 り 晴 は 罹 病 し や す く 、 暴 風 雨 な ど が 予 想 さ れ る 時 は 深 水 に す

る な ど 、 極 力 葉 の 損 傷 を 少 な く す る よ う 努 め る 。

（ ２ ） 窒 素 肥 料 の 多 用 を 避 け る ほ か 、 露 や 濡 れ 葉 状 態 の 時 に は ほ 場 に 入 ら な い な ど

注 意 す る 。

２ フ タ オ ビ コ ヤ ガ （ イ ネ ア オ ム シ ）

（ １ ） 近 年 、 発 生 が 増 加 傾 向 に あ る 。 山 間 ・ 山 沿 い 地 域 や 集 落 周 辺 な ど 、 風 通 し の

悪 い 水 田 で 多 発 し や す く 、 ま た 、 曇 雨 天 が 多 い 年 に 発 生 し や す い 。

（ ２ ） 出 穂 前 後 に 発 生 す る 世 代 の 加 害 が 多 い と 被 害 が 出 る 場 合 が あ る 。 幼 虫 が ４ 、

５ 齢 に 成 長 す る と 摂 食 量 が 増 加 す る た め 、 被 害 が 急 激 に 拡 大 す る の で 注 意 す る 。

３ イ ネ ク ロ カ メ ム シ

近 年 、 発 生 地 域 は 拡 大 し つ つ あ り 、 被 害 が 増 加 し て い る の で 発 生 地 、 特 に 常 発 地

で は 注 意 す る 。

ア ズ キ

１ ア ズ キ ノ メ イ ガ 、 マ メ ノ メ イ ガ 、 サ ヤ ム シ ガ 類

発 生 す る と 被 害 が 大 き く 、 莢 に 食 入 す る と 防 除 が 難 し い の で 、 開 花 始 め か ら ７ ～

１ ０ 日 間 隔 で 少 な く と も ２ 回 は 防 除 を 行 う 。

チ ャ

１ ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ （ チ ャ 系 統 ）

ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ （ チ ャ 系 統 ） は 、 平 成 16年 ８ 月 に 国 内 で 初 め て 、 京 都 府 に

お い て チ ャ へ の 寄 生 が 確 認 さ れ 、 分 布 が 拡 大 し て い る 。 平 成 21年 の 調 査 で は 、 府 内

各 地 で 発 生 を 確 認 し 、 多 発 園 も 認 め た 。 な お 、 成 虫 は 年 に ３ ～ ４ 回 発 生 す る 。

カ ン キ ツ に 寄 生 す る ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ と 形 態 的 に も 遺 伝 的 に も 相 違 が あ る た

め 、 ミ カ ン ト ゲ コ ナ ジ ラ ミ （ チ ャ 系 統 ） と 標 記 さ れ て き て い る 。

野 菜

１ ト マ ト 黄 化 葉 巻 病

ト マ ト 黄 化 葉 巻 ウ イ ル ス （ TYLCV： Tomato Yellow Leaf Curl Virus） の 感 染

に よ り 引 き 起 こ さ れ る 病 気 で あ り 、 タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 に よ っ て 媒 介 さ れ る 。 平 成

17年 12月 に 府 南 部 の 抑 制 栽 培 ト マ ト で 発 生 が 確 認 さ れ て 以 降 、 最 近 で は 、 平 成 21年

９ 月 に 発 生 を 確 認 し て お り 、 今 後 と も 注 意 が 必 要 で あ る 。

ト マ ト 黄 化 葉 巻 病 の 発 生 ・ 拡 大 を 防 ぐ た め に は 、 発 生 初 期 の 発 病 株 の 抜 き 取 り と

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 の 防 除 を 速 や か に 行 い 、 「 ト マ ト 黄 化 葉 巻 ウ イ ル ス の 伝 染 環 を

絶 つ 」 こ と が 重 要 で あ る 。

【 施 設 栽 培 】
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（ １ ） 黄 色 粘 着 板 な ど を 利 用 し 、 コ ナ ジ ラ ミ の 発 生 状 況 に 注 意 す る 。

（ ２ ） 先 端 部 の 葉 が 内 側 に 巻 い て い る も の 、 葉 縁 が 黄 化 し て い る も の 、 株 が 萎 縮 し

て い る も の を 認 め た 場 合 、 関 係 機 関 と 相 談 の 上 、 発 病 が 疑 わ し い 株 は 速 や か に

土 壌 に 埋 め る 等 、 適 正 に 処 分 す る 。

２ タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類

タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 は 世 界 中 に 分 布 し 、 多 く の バ イ オ タ イ プ （ 形 態 的 な 区 別 が 難

し く 、 遺 伝 的 、 生 物 学 的 に 異 な る 系 統 ） が 存 在 す る 。 本 州 で は 在 来 系 統 （ バ イ オ タ

イ プ Ｊ ｐ Ｌ ） 、 バ イ オ タ イ プ Ｂ （ 従 来 の シ ル バ ー リ ー フ コ ナ ジ ラ ミ ） 、 バ イ オ タ イ

プ Ｑ が 確 認 さ れ て い る 。 バ イ オ タ イ プ Ｑ は 平 成 17年 に 国 内 で 確 認 さ れ た 侵 入 害 虫 で 、

発 生 確 認 後 各 地 で 発 見 さ れ る よ う に な っ た 。

府 内 の 分 布 調 査 で は 、 タ バ コ コ ナ ジ ラ ミ 類 は 京 都 府 全 域 に 発 生 し 、 特 に 夏 以 降 発

生 が 増 加 す る こ と が わ か っ た 。

平 成 17年 に は 山 城 地 域 で バ イ オ タ イ プ Ｑ が 府 内 で 初 め て 確 認 さ れ 、 平 成 20年 10月

に は 、 府 内 全 域 で 発 生 を 認 め た 。

バ イ オ タ イ プ Ｑ は 薬 剤 感 受 性 が 低 く 難 防 除 害 虫 で あ る の で 、 以 下 の ３ 点 を 防 除 対 策

の 基 本 事 項 と し て 、 防 虫 ネ ッ ト や 黄 色 粘 着 ロ ー ル 及 び 農 薬 等 を 組 み 合 わ せ た 「 総 合

的 害 虫 管 理 」 が 有 効 と な る 。

・ 施 設 内 に コ ナ ジ ラ ミ を 「 入 れ な い 」 。

（ １ ） 開 口 部 の 防 虫 ネ ッ ト 被 覆 。

（ ２ ） 黄 色 粘 着 ロ ー ル の 展 張 。

（ ３ ） 近 紫 外 線 カ ッ ト フ ィ ル ム の 使 用 。

・ 施 設 内 ・ 施 設 周 辺 の コ ナ ジ ラ ミ を 「 増 や さ な い 」 。

（ １ ） 発 生 初 期 の 防 除 の 徹 底 。

（ ２ ） 薬 剤 の ロ ー テ ー シ ョ ン 防 除 の 実 施 。

（ ３ ） 天 敵 や 微 生 物 農 薬 の 有 効 利 用 。

・ 施 設 内 か ら コ ナ ジ ラ ミ を 施 設 外 に 「 出 さ な い 」 。

（ １ ） 開 口 部 の 防 虫 ネ ッ ト 被 覆 。

３ オ オ タ バ コ ガ 、 タ バ コ ガ 、 シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ

発 生 す る と 大 き な 被 害 に な る の で 注 意 す る 。

オ オ タ バ コ ガ 及 び タ バ コ ガ は 果 実 に 食 入 す る と 、 ま た シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ は 齢 が

進 む と 、 薬 剤 の 効 力 が 低 下 す る の で 、 早 期 発 見 に 努 め 、 食 入 前 及 び 若 齢 期 の 防 除 に

留 意 す る 。

４ カ メ ム シ 類 （ ト マ ト 、 ナ ス 、 ト ウ ガ ラ シ 、 イ ン ゲ ン 等 ）

周 囲 に 雑 草 地 や ダ イ ズ な ど カ メ ム シ 類 の 発 生 し や す い ほ 場 が あ る と 、 被 害 を 受 け

や す い の で 、 早 期 発 見 に 努 め る 。
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参 考

Ⅰ 近 畿 地 方 １ か 月 予 報 (７ 月 24日 か ら ８ 月 23日 ま で の 天 候 見 通 し ）

平 成 ２ ２ 年 ７ 月 ２ ３ 日

大 阪 管 区 気 象 台 発 表

＜ 予 想 さ れ る 向 こ う １ か 月 の 天 候 ＞

向 こ う １ か 月 の 出 現 の 可 能 性 が 最 も 大 き い 天 候 と 特 徴 の あ る 気 温 、 降 水 量 等 の 確

率 は 以 下 の と お り で す 。

天 気 は 、 平 年 と 同 様 に 晴 れ の 日 が 多 い 見 込 み で す 。 向 こ う １ か 月 の 気 温 は 高 い 確

率 ５ ０ ％ で す 。

週 別 の 気 温 は 、 １ 週 目 が 平 年 並 ま た は 高 い 確 率 と も に ４ ０ ％ 、 ２ 週 目 が 高 い 確 率

５ ０ ％ で す 。

＜ 向 こ う １ か 月 の 気 温 、 降 水 量 、 日 照 時 間 の 各 階 級 の 確 率 （ ％ ） ＞

低 い (少 な い ) 平 年 並 高 い (多 い )

気 温 ２ ０ ３ ０ ５ ０
降 水 量 ３ ０ ４ ０ ３ ０
日 照 時 間 ３ ０ ４ ０ ３ ０

病 害 虫 防 除 所 で は 上 記 の 天 候 の １ か 月 予 報 の 表 現 を 「 向 こ う １ か 月 の 気 温 は 高 く 、

降 水 量 及 び 日 照 時 間 は 平 年 並 と 予 想 さ れ て い る 。 」 と し ま し た 。

Ⅱ 用 語 の 定 義

１ 半 旬 の と り 方

第 1半 旬 第 2半 旬 第 3半 旬 第 4半 旬 第 5半 旬 第 6半 旬

各 月 の 1～ 5 6～ 10 11～ 15 16～ 20 21～ 25 26～ 最 終

日 日 日 日 日 日

２ 発 生 量 － － － 病 害 虫 の 発 生 程 度 と 広 が り の 両 面 を 加 味 し た も の を い う 。

３ 平 年 値 － － － 原 則 と し て 過 去 10か 年 の 平 均 と す る 。

デ ー タ が 10年 に 満 た な い 場 合 は 例 年 値 と す る 。

４ 平 年 値 と の 比 較

１ ） 時 期

平 年 並 平 年 値 を 中 心 と し て 前 後 ２ 日 以 内

や や 早 い 平 年 値 よ り ３ ～ ５ 日 早 い

や や 遅 い 平 年 値 よ り ３ ～ ５ 日 遅 い

早 い 平 年 値 よ り ６ 日 以 上 早 い

遅 い 平 年 値 よ り ６ 日 以 上 遅 い

２ ） 量 （ 発 生 量 、 発 生 面 積 等 ）

平 年 並 平 年 値 並 の 発 生 で 10年 間 に ４ 回 は 発 生 す る 程 度 の 普 通 の 量

や や 多 い ｢平 年 並 ｣よ り 発 生 が 多 く 、 10年 間 に ２ 回 程 度 の 頻 度 で 発 生 す る 量

や や 少 な い ｢平 年 並 ｣よ り 発 生 が 少 な く 、 10年 間 に ２ 回 程 度 の 頻 度 で 発 生 す る 量

多 い ｢や や 多 い ｣よ り 多 く 、 10年 間 に １ 回 程 度 し か 発 生 し な い 量

少 な い ｢や や 少 な い ｣よ り 少 な く 、 10年 間 に １ 回 程 度 し か 発 生 し な い 量
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Ⅲ 予 報 本 文 の 見 方

「 予 報 本 文 」 に は 発 生 量 等 を 予 想 し て い る 病 害 虫 を 、 「 今 後 注 意 す べ き そ の 他 の

病 害 虫 等 」 に は 発 生 量 等 の 予 想 は し て い ま せ ん が 、 注 意 す べ き 病 害 虫 に つ い て 記 載

し て い ま す 。

（ 見 方 の 例 ）

３ チャノコカクモンハマキ 

 

 予報内容  発生量：山城 平年比少ない （前年比少ない） 

           丹波 平年比やや多い（前年比やや多い） 

       発生時期：第３世代幼虫ふ化期８月第３～４半旬（平年並） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 予報の根拠 

 （１）７月中旬現在、第２世代の発生量は山城で平年比少なく（－）、丹波でやや多い（＋）。

（２）第１世代成虫のフェロモントラップへの誘殺盛期は平年並であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  発生生態及び防除上注意すべき事項 

  （１）通常、４回世代を繰り返し、第２世代成虫が７月下旬～８月上中旬に発生し 

   産卵する。 

 （２）ふ化した幼虫は成長すると、葉を綴って食害するようになり、薬剤がかかり 

   にくくなるので、ふ化直後の若齢幼虫期の防除が効果的である。 

 

 
 
 
 
 

・「予報内容」は、今後の病害虫発生状況や発生時期の予測を平年比として示しています。 
・平年比の考え方は、「Ⅱ 用語の定義」の「４ 平年値との比較」を参照してください。 
・（ ）内の前年比は予想月の前年の発生量（時期）との比較を示しています。 
・必要に応じて地域別に示しています。 
 

・「予報の根拠」は、巡回調査の結果、天候、フェロモントラップへの誘殺状況、指導機関

からの情報等、「予報内容」で示した発生量や発生時期の根拠となった事項を示していま

す。 
・文中の（－）、（＋）は、発生量の予想に影響を及ぼすと考えられるもので、（－）の場合

は発生量が少なくなる要因、（＋）は発生量は多くなる要因を示します。 
 

・「発生生態及び防除上注意すべき事項」は、当該病害虫の生態、薬剤防除や耕種的防除上

の留意事項、要防除水準等を示しています。 
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※ 病 害 虫 防 除 に つ い て は 、 病 害 虫 防 除 所 ・ 最 寄 り の 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 又 は 農

協 に ご 相 談 く だ さ い 。

詳 し い 農 薬 情 報 は 、 農 林 水 産 省 ホ － ム ペ － ジ の 「 農 薬 コ － ナ － 」 の 「 農 薬 情 報 」

を ご 覧 く だ さ い 。

ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス http://www.maff.go.jp/j/nouyaku/n_info/index.html

農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー 電 話 番 号 一 覧

・ 京 都 乙 訓 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ５ － ３ １ ５ － ２ ９ ０ ６

・ 山 城 北 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ４ － ６ ２ － ８ ６ ８ ６

・ 山 城 南 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ４ － ７ ２ － ０ ２ ３ ７

・ 南 丹 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ １ － ６ ２ － ０ ６ ６ ５

・ 中 丹 東 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ３ － ４ ２ － ２ ２ ５ ５

・ 中 丹 西 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ３ － ２ ２ － ４ ９ ０ １

・ 丹 後 農 業 改 良 普 及 セ ン タ ー ０ ７ ７ ２ － ６ ２ － ４ ３ ０ ８

農 作 物 病 害 虫 情 報 サ － ビ ス

・ ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス

http://www.pref.kyoto.jp/byogai/

京 都 府 病 害 虫 防 除 所

〒 621－ 0806 京 都 府 亀 岡 市 余 部 町 和 久 成 ９

TEL 0771-23-9512

FAX 0771-23-6539

－ 農 薬 の 使 用 に あ た っ て は 使 用 基 準 を 遵 守 す る こ と －


